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営業外収益の計上及び業績予想と実績値との差異に関するお知らせ 
 

 

当社は、2023 年１月期（2022 年２月１日～2023 年１月 31 日）において、下記のとおり営業外収益を

計上することとなりました。あわせて、2022 年７月８日に公表いたしました 2023 年１月期の通期業績予

想と本日公表の実績値につきまして、下記のとおり差異が生じましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．営業外収益の計上 

 日本国内における新型コロナウイルス感染症に係る感染拡大防止協力金等の収入につきまして、「助成

金収入」82 百万円を計上しております。 

 

 

２．業績予想と実績値との差異について 

（１）2023 年１月期通期業績予想値と実績値の差異 

 

2023 年１月期通期連結業績予想数値の修正（2022 年３月１日～2023 年１月 31 日） 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 

前回発表予想（A） 9,000 580 630 330 51.16 

実績（B） 9,053 372 452 486 75.43 

増減額（B）－（A） 53 △208 △178 156  

増減率（％） 0.6 △35.9 △29.3 47.3  

（ご参考）前期実績 

（2022 年２月期） 
4,619 △1,179 263 582 111.89 

  



（２）業績予想と実績との差異の理由 

 

売上高は、新型コロナウイルス感染症の第７波、第８波の影響を受けながらも、業績予想数値を達成い

たしましたが、営業利益においては、原材料価格やエネルギーコスト等の上昇、また、アフターコロナを

見据えた、今後のビジネスチャンスに速やかに対応していくため、戦略投資の一環として、まず最初に当

社の最も重要な財産である「働くスタッフ」への給与体系の見直しを実行したこと等により、計画を下回

る水準にて着地いたしました。 

一方で、親会社株主に帰属する当期純利益においては、将来の計画を含めた繰延税金資産の回収可能性

を慎重に検討を行い、回収可能性が見込まれる部分について、繰延税金資産を計上しております。 

 

現在、2023 年２月 10 日に「中期事業計画「zetton VISION 23 to 26 ～Road to 2030～」の策定に関

するお知らせ」を公表いたしましたが、コロナ禍を経ての損益構造の変化に対応した経営を進めており

ます。 

 

 

以上 


